
日本と台湾の絆を象徴する李登輝前台湾総統の名前を冠した日本李登輝友の会は
これまで続いてきた豊かな民間交流を先細りさせないため

文化交流を主とした新しい日台関係を築き
日本と台湾の共栄をめざしています。

【
巻
頭
言
】
台
湾
問
題
で
完
敗
し
た
対
中
首
脳
会
談
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

表
紙
2

台
湾
と
私
⒂　

空
白
の
東
台
湾
史
を
顧
み
る
●
山
口
政
治 

─
─
─ 

2

ア
ジ
ア
が
待
ち
望
む「
美
し
い
日
本
」●
李　

登
輝 

─
─
─ 

4

李
登
輝
先
生
と
台
湾
の
民
主
化
●
張　

炎
憲 

─
─
─ 

6

集
団
的
自
衛
権
問
題
と
台
湾
●
川
村
純
彦 

─
─
─ 

10

日
台
関
係
の
現
状
と
展
望
●
許　

世
楷 

─
─
─ 

14

日
台
共
栄
前
史
⒁　

列
強
注
視
の
中
で
の
台
湾
領
有
計
画
●
黄　

文
雄 

─
─
─ 

18

間
違
い
だ
ら
け
の
台
湾
認
識
⑸　

台
湾
人
の
民
族
的
尊
厳（
後
編
）●
多
田　

恵 

─
─
─ 

22

祝
・
八
王
子
市
と
高
雄
市
が
姉
妹
都
市
提
携
!!
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

23

第
五
回
研
修
団
レ
ポ
ー
ト
─
李
登
輝
校
長
ご
健
在
、「
安
倍
日
本
に
期
待
」と
熱
弁
！
●
片
木
裕
一 

─
─ 

24

群
策
会
・
李
登
輝
学
校
一
行
が
大
挙
来
日
し
国
会
議
員
ら
と
交
流
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

28

日
台
時
局
問
題
講
演
会
レ
ポ
ー
ト
─
大
江
康
弘
参
院
議
員
が
台
湾
の
重
要
性
を
力
説
！
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

30

支
部
だ
よ
り　

千　

葉　

金
美
齢
先
生
講
演
会
の
勢
い
を
も
っ
て
支
部
設
立
●
金
光
俊
典 

─
─
─ 

31

支
部
だ
よ
り　

神
奈
川　

児
玉
神
社
参
拝
と
許
世
楷
大
使
講
演
会
●
野
村
勝
美 

─
─
─ 

32

支
部
だ
よ
り　

新　

潟　

第
五
回
李
登
輝
杯
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
●
長
谷
川
清
七 

─
─
─ 

33

日
台
交
流
日
録
⒁ 

─
─
─ 

34

台
湾
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ 

─
─
─ 

38

日
台
共
栄
写
真
館　

11
月
17
日　

感
動
的
だ
っ
た
福
島
県
支
部
の
台
湾
訪
問 

─
─
─ 

39

事
務
局
だ
よ
り
・
編
集
後
記 

─
─
─ 

40

　

「
平
成
18
年 

日
台
共
栄
の
夕
べ
」の
ご
案
内 

─
─
─ 
表
紙
4

　

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
!!　

綴
込
み 

─
─
─ 

1　

年
会
費
継
続
の
ご
案
内 

─
─
─ 

綴
込
み
2

　

会
費（
新
規
・
継
続
）郵
便
払
込
取
扱
票　

綴
込
み 

─
─
─ 
3
・
4

日本李登輝友の会機関誌

日台共栄 第 15 号

通巻15号（平成18年12月）

日本李登輝友の会日本李登輝友の会


